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「臨
時
議

lb
zL

上
林
小
学
校

0

ア
ー
ル

新
設
工
事
請
負
契
約

心、

第
じ
卜

e

・

M
重
信
町
議
会
臨
時
会

が
八
月
十
日
に
開
会
さ
れ
、
し
事
請

負
契
約
議
案
，
件
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
、
同
日
開
会
し
ま
し
た
。

今
凶
議
決
に
な
っ
た
契
約
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す

。

O

工
事
請
負
契
約

上
林
小
学
校
プ
ー
ル
新
設
[

事
を

七
千
八
百

-

-

ト
八
万
円
で
本
林
貞
建
設

株
式
会
社
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
を
サ
決
し
ま
し
た
。

プ
ル
の
規
模
は
、
.
卜
行
メ
ー

ト
ル
・
五
コ
ー
ス
で
、
]
期
は

一平
成

丘
年
一 -

一H
.

卜
日
ま
で
で
す

。

σ〉げし幸民

国
保
だ

よ

広

上
手
な
受
診
で

医
療
費
を
有
効
に

重
複
受
診
や
ハ
シ
ゴ
受
診
は

や
め
ま
し
ょ
う

病
気
が
ち
ょ
っ

と
長
引
く
か
ら
と

い
っ
て
、
す
ぐ

い私
医
す
る
人
が
い
ま

す
。

あ
る
い
は
-
つ
の
病
気
で
数
ケ

所
の
病
院
に
か
か
る
人
が
い
ま
す

。

十
紅
医
す
る
と
、
初
診
か
ら
始
ま
っ

て
、
同
じ
よ
う
な
検
査
が
く
り
返
さ

れ
る
わ
け
で
、
大
変
な
医
療
費
の
無

駄
づ
か
い
に
な
る
場
合
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん

。

か
か
っ
て
い
る
お
医
者

さ
ん
を
信
じ
、
す
べ
て
を
任
せ
き
る

心
構
え
が
病
気
の
治
粛
に
は
必
要
で

す
。

休
日
、
時
間
外
受
診
は

な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う

佼
問
、
休
日
、
時
間
外
に
受
診
す

る
と
、
割
増
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す

。

ど
う
し
て
も
や
む
を
得
な
い
と
い

う
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う

場
合
以
外
は
時
間
内
に
受
診
を
済
ま

せ
て
し
ま
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

。

夜
間
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

む
ず
か
し
い
病
気
で
も
、
現
代
医

学
を
も

っ

て
す
れ
ば
、
早
期
に
発
見

し
、
早
期
に
治
療
す
る
限
り
、
た
い

て
い
泊
り
ま
す
。
ち
ょ

っ
と
し
た
兆

候
で
も
見
逃
さ
ず
、
け
十
く
受
診
し
、

同
十
く
治
す
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
う

。

早
期
発
見
の
手
が
か
り
は
健
康
診
断

で
す
。

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

手
品
l
)
ょ
う
，
。

家
庭
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

病
歴
や
体
質
な
ど
を
把
悔
し
て
く

れ
て
い
る
の
で
、
よ
り
治
療
効
果
が

ー

が
り

ま
す

。

健
康
づ
く
り
こ
そ
基
本

医
療
費
節
約
の
基
本
は
、
病
気
に

か
か
ら
な
い
健
康
づ
く
り
に
あ
り
ま

す
。

病
気
の
多
く
は

、

か
ら
だ
の
生

以
機
能
が
低
下
し
、
抵
抗
力
の
衰
え

た
と
き
に
起
こ
り
ま
す
。
病
気
に

つ

け
こ
ま
れ
な
い
抵
抗
力
を
か
ら
だ
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
、
光
分
の
睡

眠
と
休
養
、
適
度

の
運
動
が
大

切
で

す
。

-
h

千
円
ま
で
の
人
は
し
ハ
ト
五
万
円
)

と
基
礎
控
除
(
所
得
税
三
l
i
万
円

、

住
民
税
一
一一ト

一
万
円
)
な
ど
の
所
得

控
除
を
差
し
引
い
た
戎
額
で
す

。

例
え
ば
、
パ
l

ト
収
入
が
百
十
万

円
で
所
得
控
除
が
基
礎
位
除
だ
け

の

場
合
、
課
税
さ
れ
る
所
得
は
卜
万
川

と
な
り
、
所
得
税
は
一
万
円
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
の
課
税
評
準

は
、

-
四

万
円
で
所
得
剖
傾
は
じ
千

川
と
な
り
ま
す

。

〈
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
〉

犬
に
所
得
が
あ
り
、
奥
さ
ま
が
パ

ー
ト
で
働
く
場
合
を
考
え
て
み
ま
す

と
、
犬
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

税
務
だ

よ

。
ハl
卜
収
入
と
税

〈
パ
l

ト
で
働
く
人
に
対
す
る
税
〉

パ
!
卜
収
入
は
、
通
常
給
与
所
得

と
な
り
ま
す

。

課
税
さ
れ
る
所
得
は
、

パ
ー
ト
の
年
収
か
ら
、
給
与
所
得
投

除
額
(

パ
ー

ト
収
入
が
肘
六
卜

一
一万

配偶者控除と配偶者特別控除の関係
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配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

。

奥
さ
ま
の
パ
l

卜
収
入
が
白
万
川

ま
で
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
出
除
(
所

得
税

一戸
十
五
万
円
、
住
民
税

一 一
-

卜

4

万
円
)
が
受
け
ら
れ
ま
す

。

配
偶
者
特
別
控
除
は
、
奥
さ
ま
の

所
得
に
よ

っ

て
調
整
さ
れ
ま
す
が
、

最
高
額
は
(
所
得
税
二

.

卜
丘
万
円

、

住
民
税
一
一
一
十

-
M
円
)
で
す

。

こ
の

技
除
は
パ
ー
ト
収
入
が
百
万
円
を
超

え
て
い
て
も
百

一一
一十
五
万
円
未
満
で

あ
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

た
だ
し
、
夫
の
合
計
所
得
が
.
千

万
円
(
給
与
収
入
で
約
.
千
百

ト
万
川
)

を
超
え
る
年
に
は
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

9 月の納税

国民健康保険税第3期

納税期限 9 月 30 日 (水)

重信町長

重信町議会議員

第3期

第 4 期

来月は

町県民税

国民健康保険税

告示日

重信町選挙管理委員会 j

投票日

9 月 8 日

9 月 13 日
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金
だ

「
老
齢
基
礎
年
金
」

繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
六
十

五
歳
か
ら
で
す
が
、
本
人
の
希
望
に

よ
り
、
六
卜
歳
か
ら

六
卜
五
識
に
な

る
ま
で
の
問
で
も

、

年
金
を
受
け
始

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

、
」
れ
を
「
繰

上
げ
請
求
」
と

一
一
円

い
ま
す
が
、
繰
り

上
げ
て
年
金
を
受
け
る
と

、

年
金
傾

が
生
慌
に
わ
た

っ

て
減
額
さ
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
特
別
支
給
の
老
齢

厚

生
年
金
が
停
止
さ
れ
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
と
不
利
な
、
」
と
が
あ
り
ま
す

。

繰
上
げ
請
求
を
し
た
後
に
は
、
取

消
や
変
更
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

A
ー
や
人
午
八
卜
年
時
代
。
長

い
年

金
性
活
を
考
え
る
と
、
決
し
て
得
と

は
言

え
ま
せ
ん

。

請
求
の
前
に
よ
く

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

。

年

よ

(J) t-f し報

国
民
年
金
保
険
料
の

「
追
納
制
度
」
に
つ
い
て

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

保
険
料
未
納
期
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

資
格
期
間
に
合
ま
れ
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
の
額
を
計
算
す
る
と
き
は
、

F

一
一分
の

一
に
減
箱
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

保
険
料
の
「
追
納
」
と
は
、
保
険

料
の
免
除
を
受
け
て
い
た
被
保
険
者

が
、
そ
の
後
資
力
を
回
復
し
た
場
合

に
、
免
除
を
受
け
た
期
間
分
の
保
険

料
を
納
付
し
て
、
将
来
、
有
利
な
年

金
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
優
遇
措
置
で
す

。

追
納
で
き
る
期
間
は
、
追
納
し
よ

う
と
す
る
円
か
ら
過
去
卜
年
前
ま
で

遡
っ

て
，

ヵ
円
単
位
で
、
免
除
を

受

け
た
古
い
期
間
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す

。

広(3) 

ま
た
、
追
納
す
る
保
険
料
の
額
は
、

昭
和
六
十

一
年
二

一月
ま
で
の
免
除
を

受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
時
の

保
険
料
の
簡
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
以
降

の
期
間
に

つ
い
て
は
、
免
除
を

受
け

た
年
か
ら
-
a

年
以
内
で
あ
れ
ば
当
時

の
保
険
料
の
額
で
納
め
、
三
年
以
卜

経
過
し
た
場
合
は
、

e

{疋
の
率
を
乗

じ
た
額
を
加
算
し
た
額
で
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す

。

な
お
、
保
険
料
の
追
納
は
、
被
保

険
者
ま
た
は
被
保
険
者
で
あ

っ
た
人

が
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
令
、
旧

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢

年
金
の
受
給
権
者
が
追
納
す
る
こ
と

は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん

。

詳
し
く
は
、
役
場
の
凶
民
年
金
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

「長十瓦二九一長一一三7 みんなの力で暴力団を追放しよう.グ

愛媛県暴力追放推進センター

当センターは、 暴力を排除し、安全で性みよい地

域社会の実現のため、県や市JIIT村をはじめ、多くの

企業や同体などのこ協力により、本年 4 月 24 日に設

立された財団法人です。

[主な事業活動 1
0 暴力団に関する相談の受理

0被害を受けた方の救済活動

0暴力団の実態や被害にあわないための広報活動

o地域・職域での暴力排除活動への支援

暴力団に関する困りごと相談

お気軒にご相談ください。を受けています。

32-8930 

松山市荷 車 ßIT 7 県普第一 :庁舎 2 F 

TEL (0899) 32-1893 
FAX (OR99) 32 -89::l0 

財団法人

(0899) 宮

今年も無保険(1!1，F，扶済)バイク対策協議会(総務

庁、 瞥察庁、大蔵省、農林水産省、運輸省等)では

9 /-j 1 円から 9 月 30 日まで I~F，保険(無歩、済)バイ

クをな く そうキャンぺーン」を行います。

2S() c.c 以ドグ)ノ〈イクには車検出IJ度がないこともあ

って、内 11高 責保険(共済)の継続契約をつい忘れが

ちです。 小さなノ〈イクだからとい っ て「油断は禁物」 、

バイクの起こす人身事故も軽視は出来ません。 無保

険 (~A済)で死傷事(îlcでも起こした ら、それこそ

大変です。

また、バイクにも自賠責保険(共済)への加入が

法律で義務つけられており、無保険(無共済)で定

ると、 6 ヶ円以下の懲役、または 5 万 P-J以 下の罰令、

さらに違反点数 6 点となリ、免許停止処分となりま

すη

もし、契約切れにな っ ていた ら 、最寄りの慣害保

険会村、 f\:: JlP.I,l; (ノ〈イク・自転車店等)農協へいき
ましょう 。
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園
面
困
困
回

ぶ

三
種
混
合
(
二
種
混
合
)

予
防
接
種
に
つ
い
て

三
種
混
合
(
一
一種
混
合
)
予
防
筏

種
を
行
い
ま
す
の
該
当
者
は

、
次
の

説
明
を
よ
く
読
ん
で
、
受
け
て
下
き

一
一
一
種
混
合
子
防
按
時
間i
H
H

せ
き

.

ジ
フ
テ
リ
ア

・

破
傷
風

-

‘
種
混
合
子
防
接
聞
;

ジ
フ
テ
リ

ア
・

破
傷
風

日
時
別

表
の
と
お
り

場
所

重
信
町
民
会
館

持
参
品

町
F
T

帳
・

印
鰭

の~f 

両 日せき
一
病
気
の
初
附
は
‘
普
通
バ
引
制
川

斗

-

か
わ
り

4

く
飢
L

あ
り
ま
せ

ん
。

一

一
け
い
れ
ん
刊
の
ひ
ど
い
咳
が
ド

な
一

一
主
流
ご

.
h
J

ケ
1

日
三
宣
車
ア
流

一

4
j

e

-
-
z
T
f
H
Y
4

い
た
徒
、
し
だ
い
に
治
り
ま

1

0

し幸良

一
一
白
押
ジ
フ
テ
リ
ア
は
礼
児
に
多
く
舟

一

一

'

一
け
に
胤
液
が
混
じ
る
こ
と
が
特
徴

。

一

一
7

一

剛
一政
ジ
フ
テ
リ
ア
は
幼
児
・
ヤ
章



一
j

が
T

に
か
か
リ
、

の
ど
の
痛
み

.

一
一

体
の
だ
る
き
、
は
き
け
等
の
症
状

一

一
テ

一
が
あ
り
、
心
臓
に
問
符
が
伐
る
こ

F

十
一

と
が
あ
る
お
一

一フ
一眼
矧
ジ
フ
テ
リ
ア
は
、
幼
児
に
多

一

一
ジ

一ノ
\

し
わ
が
れ

戸
、
犬
の
遠
ぽ
ぇ一

一
一

の
よ
〉
な
昨
明
、
町
帆
閑
蜘
燃
が
・
1
店

一

一

一状
で
す

。

一

「
l
1
1
1
」
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1

11

1
1
1

1
1
1

1
l
L

寸
J
阿
川
ら
品
川
が
佼
へ
し
感
引
む

一
風

一発
病
の
初
則
は
、
日
が
あ
け
に

く

一

一

ι

く
な
り
、
つ
い
で
け
い
れ
ん
が
お

一

一

信
積

一

-
一

こ
り
ま
す

r

そ
の
後
川
徳
し
ま
す

←

一
破

一が
‘
け
い
れ
ん
問
に
亡

く
な
る

人

一

「
L
M
川
は
すo

-

広

ポ | 一r-~ 則l-r-~ 週 -H ;m…て llt| よ純 一 ーー 1 
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ポ
リ
オ
は
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
に

よ

っ

て
お
こ
る
病
気
で
、
別
ヤ
h

「
小

児
麻
煉
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

り

i

に
小
児
に
発
体
し
、
と
き
に
干
祉
の

運
動
麻
俸
を
お
こ
し
ま
す

。

ポ
リ
オ
午
‘
ワ
ク
チ
ン
は
、
日
か
ら

飲
む
F
T

防
搾
障
で
、
効
果
を
高
め
る

た
め
、
下
痢
を
し
て
い
な
い
事
が
大

切
で
す
。

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で

受

け
て
F

き
い

。

日
時

.
h
γ成四
年
l

円

•• 

:
l
 

(
木
)
午
後

一時
1

一
一
時

場
所

重
信
町
民
会
町

持
参
口
問
旬
子
干
帳

・

印
鍛

投
与
方
法

六
週
間
以
上
の
間
隔
を

あ
け
て

・
一川
叫
休
日
投u
hJ

(
.
M
H

)一平
成
四
年
.
け

-

u

l

平
成
四
年
六

川

-
-

卜

日

午
J
ま
れ
の
者

(
一川
口

)
千
成
7

一化
l
じ

川

-

H
1

干
成
問
年
.

川

一

卜

H

や
し
ま
れ
の
者
は
ほ
び

山
才
未
満
の
未
投
ヲ
の
持

次
刷
は
干
成
五
年
五
円

m
u

子
定
で
す
。

文サ

象

そ
の
他

川
川
川
l
川
I
l
l
i
-

-
f
l
1
1
1
4

一
浄
防
暗
躍
ゆ
性
閣
直
問)
一

一
心電
信
州
に
住
民
票
の
な
い
万
、
投

一

一
び
山
市
弓
日
母
子
手
帳
の
提
示
の
る
い
場一

一
ムけ
は

、

予
防
岐
慢
は
迂
け
ら
れ
ま
せ

一

一

ノ
ー

一 -i
山
弁
刊
は
、
お
伐
の
休
泌
を
洲

「
て

一

一
き
て
卜
さ
い

c
-

-

ふ
f

防
般
向
に
つ
い
て
、
ご

ド
小
川
な


一
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
保
健
紛

一

一

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

。

何U
L
パ
附

九
月
は
健
康
増
進

普
及
運
動
月
間
で
す

「
輪
に
な
っ
て

み
ん
な
で
す
す
め
る

健
康
づ
く
り
」

、 i

一平
均
存
命

の
野
し
い
伸
長
に

み
ら

れ
る
よ
う
に
、
近
年
の
同
民
の
健
康

ポ
準
の
向
卜
に
は
目
覚
ま
し
い
も

の

が
あ
り
ま
す

。

し
か
し
、
一
方
で
は

人
口

の
高
齢
化
、
相
会
午
泊
四
州
境
の

急
激
な
変
化
等
に
作
っ

て
、
か
ん
、

高
山
ハ
:
心
臓
病
に
代
表
さ
れ
る
成

人
病
の
噌
加
等
が
大
き
な
問
題
と
な

っ

て
お
り
ま
す

。

こ
れ
ら
は
い
「
れ

も
日
常
生
活
の
あ
り
方
と
深
く
関
連

し
て
お
り
、
健
康
の
保
持

・

榊
進
会


M
る
た
め
に
は
健
康

っ
く

り
の
;

一要

素
で
あ
る

栄
養
・
運
動

・

休
養
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
康
的
な
午
前
向

慣
の
確
立
が
重
要
と
な

っ

て
き
ま
す

。

住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、

H

頃
か

ら
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
、
m
uか
な

作
市
を
お

く
リ
ま
し
ょ
う

υ

「!
1
1
1

1
1
1
1
1
1

1
1

1
1
1
1
1

」

一
離
乳
食
学
級
の
ご
案
内

一

一
離
乳
食
は
、
吋
札

・
ミ
ル
ク
で
小

一

一定
す
る
栄
養
を
補
ぺ
て
、
併
用
な
く

一

」
幼
児
食
ヘ
と
彩
行
し

て
い
く
た
め
の

一

一…
準
備
食
で
すの

一
離
札
食
学
級
で
ほ
川
併
に
そ

っ

一
た
、
T

粍
で
簡
川
中
な
緋
礼
食
の
つ
く

一り
ん

・
す
す
め
方
を
予
期
内
l
v
・
利
用

一

一等
を
見

向
上
志
向
し
ま
寸

c

一
雌
礼
食
の

γ小
-
V
H
を
解
消
し

、
よ
リ

一
身
近
な
も
の
と
な
る
よ
う
‘

吊f
級
を

一

一間
似
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
赤
ら
や

一

←，
九
レ
一
ご一

緒
に
ご
参
加
-
卜
き
い
。
一

一
日
時
卜

川

|

九
日

(
川
」

一

一

γ
後
川

i

-

昨
:
卜
分

一
場
所

重
信
川

民
会
館

一

←
対
象

γ

成
問
午

e
ハ
川
・

七
円

q

一

目

ま
れ

の
児

一相

当
栄
建

l

・
保
健
日
明

一

一
料
金

無
料

一持
参
ロ
間

(川
T
T

帳

一

一内
容

。

消
耗
(
縦
礼
食

の
ス
タ

一

l

ト
と
す
す
め
万

)

一

一
二

訓
珂
の
見
や
{
犬
山
門

一

。

試
食
・

質
M
U
L
h
符

9 / 1 ~9/30 健康増進月間
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健康づくり料理講習会

健康な体を維持するためには、バランスのとれた

食生活を心がけることが大切です。そのためには、
1 日 30品目以上の食品を食卓にのせることも 一つの

方法です。

r 1 日 30 品目を目標に」
りスクール

健康づくりスク ールを下記の通り開催します。

皆さんお誘いあわせの上おこし下さい。

対象 住民

料金 無料

健康手帳

健康づく

I 1 日 30品目を目標に」 と い うテ ーマで健康づく

り料理講習会を下記の通り開催します。

皆さんおさそいあわせの上、おこし下さい。

対象 住民

料金 無料

健康手帳

利です)

希望者には血圧測定を行 L 、ます。

持参品
場所町民会館

申し込み方法

厚生課 ・ 保健婦まで申しこんで F きい 0

H64-2001 内線 311 ・ 312

健康づくりスクール日程表
(タッパ一 、 エプロ ンがあれば便持参品

その他

日市

芋 1 no.nn 113::!O 1 1 4 ・ 00 1 講演 目1 9 月 29 日 I LJ • .)V I L'l . VV I 寸 |精神保健センタ
1 - 1 ー 1 r メ ノ 7 ルヘルスケアについて J 1 

|刷 1 1 .. . _. -" 1 所長

|自 1 w 1 14: 00 1 15: 30 1 ストレえたまっていませんか | " . "" I ",. "¥1 I ， ~ I .. ' , ,_ 0> ~ .. . -<>-"-'"'' 青木良策

議

愛媛県

勿与

合l句月 8 I 受付時間 1 7.7ール

容内場所開{在 i時間受NI時間fl 日

- 栄養士の話
「ノ〈ランスのとれ

た食事について J
. 保健婦・の話

「日常の健康管理

!.j=. ì長III'tJ J也10: 00-9: :10-10 月 12 日
訟山市

総合コミュニティー
13: 30 114: 00 1 講i古.実技1 10:1 日

第 2 集会所12 : 30 ハ
U

ハ
U)

 
(
 

l
 

(月 )
センタ 一連動指導員

須山 浩光

fウ宥ーキノグlこつ L てJ

裂し くみんなで歩こヲ ー14:00116:00 
について J

- 調理実習、試食

九
月
は
ガ
ン
征
圧

運
動
月
間
で
す

「
予
防
の
知
識
と
、
こ
ま
め
な
検
診

こ
れ
が
わ
が
家
の
ガ
ン
対
策
」

ガ
ン
は
、
現
在
我
が
国
の
死
因
の

ト

ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。
食
生
活

習
慣
の
改
善
に
よ
り
、
ガ
ン
の
発
生

は
か
な
り
予
防
で
き
る
こ
と
が
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

厚
生
省
が
示

し
た
ガ
ン

予
防
の
た

め
の
食
生
活
の
在
り
方
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
高
塩
食
品
(
塩
分
濃
度
の
濃
い
食

品
)
を
避
け
る
。

②
脂
肪
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
摂
り

過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

。

※ 4 同日は運動のできる服装でおこしドさい。

催
所
容

主
場
内

エ
ネ
ル
ギ
ー

特
に
脂
肪
の
と
り
過

ぎ
を
避
け
る
こ
と
は
、
肥
満
や
動
脈

硬
化
の
予
防
に
も
有
効
で
す
。

③
野
菜
類
、
特
に
緑
黄
色
野
菜
や
生

野
菜
、
柑
橘
類
な
ど
カ
ロ

チ
ン
や
ビ

タ
ミ
ン

C

を
多
く
摂
る
よ
う
に
す
る
。

④
未
精
製
の
穀
類
、
野
菜
類
、
豆
類
、

き
の
こ
類
、
海
藻
類
な
ど
食
物
繊
維

に
富
む
食
品
を
多
く
摂
る
。

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
飲
み
過
ぎ
な

い
よ
う
に
す
る
。

⑥
熱
す
ぎ
る
飲
・

食
物
を
避
け
る
。

⑦
肉
や
魚
の
こ
げ
は
な
る
べ
く
避
け

た
方
か
安
全
で
あ
る
。

③
偏
食
、
同
じ
も
の
を
繰
り
返
し
て

食
べ
る
こ
と
を
避
け
、
い
ろ
い
ろ
な

食
物
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
よ
う

平成 4 年叩月 1 自体)、 2 日恰)

午前 8 時30分一 17時まで
愛媛県(愛媛県繰化セ ンター)

愛媛県緑化センター(重信町大字問窪)

⑦環境緑化の見本展示

家庭庭閑、生け垣、花木闇なと
②交流広場

小動物とのふれあい広場、庭木の努定等の実

演、樹木当てクイズ

Q)緑化相談所の開設
病害虫の診断と防除方法、庭木の手・入れや管

理について

④その他
植木、花、鉢物の即売、盆栽展示、林業用器
具等の展示即売

*お問い合わせ 愛媛県緑化センター

ア観央
F 本木農

日時

合64-5527

国 立波方海員学校

学生募集

に
す
る
。

⑨
規
則
正
し
く
食
事
を
摂
り

か
ん
で
食
べ
る
。

ょ
く

9/1~9/30 ガン制圧月間

“いま一度
あなたの年齢のガンチェック"

者の
査
上
審

J

以
類

U

成
告

書

友
ヨ
松

崎
釦

G

組
目
州

M

等

抜
者
月
幻

ト
L

同
選

学

u
m

関
卒
者
入
~
日
刊

酬
明
高

学

る
日
時
一
深
川
判

長
は
入
よ

H
H

刊
務
関

関
名

又
る

)
に
月
削
教

一

校
機
的
業
よ
接
試

9

拘
校
引

学
七
約
卒
に
商
入

l
I

'

宮
学
)

員
海
校
薦
、
般
薦
試
幻
自
貝
川
町

海
航
科

学
推
文
人
十
海
開

方
一
γ
年
修
等
作
般
内
力
(

波
崎
2

専

古
向
山
間
推

一

一T
波
岱

一
間
在

立
附
限
員
格
法
わ

山
年
人
資
方
人
円

刷
業
集
学

抜
い

園
内
修
募
入
選
問

0

0

0

0

0

0

0

 

0 1+悦R期間



(6) 

平成 5年度

恒国

S包

ー

l

H

月
羽
田
ま
で
に
申
し
込
み
を

ー
ー
ー

ぶ

保
育
所
は
、
保
護
者
の
い
ず
れ
も

が
働
い
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
病
気

な
ど
の
た
め
家
庭
で
十
分
な
保
育
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
幼
児
を
保

育
す
る
施
設
で
す
。

町
立
保
育
所
は
、
現
在
五
か
所
あ

り
約
四
百
人
の
子
供
た
ち
が
元
気
に

通
っ
て
い
ま
す
。

平
成
五
年
度
も
次
の
よ
う
に
入
所

の
受
付
を
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
下
さ
い
。
現
在
通
っ
て

い
る
幼
吃

、

ま
た
申
請
し
て
い
て
ま

だ
入
所
で
き
て
い
な
い
幼
児
も
新
年

度
の
申
請
が
必
要
で
す

。

の'-f し幸良広

入
所
資
格

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が

、

次
の
理

由
の
た
め
家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
て

お
り

、

原
則
と
し
て
平
成
四
年
四
月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
。

(
満
二
戚
に
な
る
と
入
所
が
で
き

ま
す
の
で
、
希
望
の
あ
る
方
は
あ
ら

か
じ
め
申
請
を
し
て
お
い
て
下
き
い
。
)

ω
畳
間
に
家
庭
外
で
働
い
て
い
る

。

凶
畳
間
に
家
庭
内
で
子
供
と
離
れ

て
働
い
て
い
る
。

ω
病
気

・
心
身
障
害
者

・

産
前
産

後
で
あ
る

。

凶
長
期
に
わ
た
り
病
人
等
の
同
居

の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
。

同
家
庭
の
災
害
復
旧
に
当
た
っ
て

い
ヲh
v。

入
所
手
続

申
請
書
は
、
役
場
厚
生
課
又
は

、

各
地
区
の
民
生
・

児
童
委
員
宅
に
あ

り
ま
す
か
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
民
生

・

児
童
委
員
(
左
表
の

と
お
り
)
に
提
出
し
て
下
さ
い

。

受
付
期
間

平
成
四
年
十
月
日
か
ら
十

一
月

三
十
日
ま
で

。

保
育
料

各
家
庭
の
課
税
状
況
等
に
よ
り
決

定
し
ま
す

。

詳
し
い
こ
と
は
、

役
場

厚
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

o

E
六
四
|

二
O
O

一
(
内
線
二
五
一ニ
)

育
児
に
つ
い
て
不
安
や
悩
み
を
も

一

つ
親
の
た
め

に
、
愛
媛
県
教
育
委
員
一

会
が
専
門
の
相
談
員
を
派
遣
し

、
共
一

に
話
し
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
、

そ
の
一

悩
み
の
解
消
に
努
め
る
と

と
も
に
、
一

健
全
な
え
ひ
め
の
子
を
育
成
す
る
こ
一

と
を
ね
ら
い
と
し
て
実
施
し
ま
す

。
一

一
日
時
十
月
二
十
二
日

剛

一

一受
付

九
時
二
一卜
分
i

十
時
一

一
相
談
十
時

1

十
五
時

一

一
場
所

町
民
会
館

一

一相
談
内
容

一

-

幼
児
の
身
体
・
知
能

・

言
語
一

入
国
願
書
は
、
教
育
委
員
会
ま

一

遊
び

・
く
せ
し
つ
け
一

た
は
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
か

ら
、
一

食
事

・

性
情
・

排
消

必
要
事
項
を
記
入

の
上

、

そ
れ
ぞ

←

登
閣
登
校
拒
否
・
そ
の
他

一

れ
の
幼
稚
園
に
提
出
し
て

F
き
い
二
申
し
込
み
方

法

一

・
受
付
期
間

一

重
信
町
教
育
委
員
会

→

一

宮
六
四
l

一
五
O
O

一

平
成
四
年
十
月

一
日
カ
ら

-

⑧圃Z
圏 Z
圏ほ

(. 

入
国
資
格

-
一
年
保
育
(
五
才
児
)

昭
和
六
十

二
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
六
十
三
年
四
月

一
日
の
聞

に
生
ま
れ
た
者

。

-
二
年
保
育
(
四
才
児
)

昭
和
六
十

三
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
元
年
四
月

一
日
の
間

に
生
ま
れ
た
者

。

募
集
人

貝

-
一
年
保
育
(
五
才
児

)

重
信

幼
稚
闇
若
干
名

北
吉
井
幼
稚
園
若

干
名

・
二
年
保
育
(
四
才
児
)

重
信
幼
稚
園

一
O
五
名

北
吉
井
幼
稚
闇
七

O
名

入

国
手
続

平
成
四
年
十

一
月

三
十
日
ま
で

・
入
園
料

一
0
0
0
円

-
授
業
料

四
0
0
0
円

(
月
額
)

詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
ま
た

は
幼
稚
園
で
お
尋
ね
F

き

い
。

教
育
委

員
会

重
信

幼
稚
闇

北
吉
井
幼
稚
園

宮
六
四
l

一
五
O
ハ
、

宮
六
四
l

三
O
九

一


E
六
四
i

五
九
五
二

育
児
に
つ
い
て
不
安
や

悩
み
を
持
つ
方
へ

l

え
ひ
め
子
育
て
教
室
l



児
童
手
当
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
?

ザ品、

児
童
手
当
は
、

三
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が

-

定

額
以
上
の
場
合
に
は
所
得
制
限
に
よ

り
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
平
成
四
年

一
月
か
ら
制
度
改

-
止に
よ
り
、
支
給
の
対
象
と
な
る
児

童
の
年
齢
に
つ

い
て
次
の
表
の
と
お

り
で
す

。

申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、

役
場
厚
生
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。宮

六
四
|
ニ
O
O

一

内
線

-
一
五
四

のげ、し

第 l 子 平成 3 年 l 月 2 日以後に宅まれた泥 3 ;誕の誕生日の属する

m且 月分まで支給

第 2 T II11H162年 l 月 1 H 5 市長の誕生日の属する
以降 - U{j和 62if- 1 2 月 31 1-1'，1ニ まれの児Æt 月分まで支給

IIf"H0 63iド l 月 IIゴ 平成 4 if- 1 2 月分まで支
~昭和63年 12 月 :ll H ij・まれの 児車 4合

平成光年 l 月 1 ]] 4 品誌の誕生日の属する

~平成元年 1 2J'1 3 1Li 生ま れの児金 円分まで支給

平成 2 年 1 fl 1 ]j 平成 5 年 1 2 月分まで支

h一zit~成 一平3 成 2 年 1 2 月 3 1 l:l生まれの児童 4合

年 1 月 1 lJ 以後に生まれた児 3 放の誕生 H の属する

出I FI 分まで支給

報

児童の年齢についての経過措置

広(7) 

い
つ
ま
で
も

お
と
し
よ
り
と
一
緒
に
/

愛
媛
県
高
齢
者
居
室

整
備
資
金
の
ご
案
内

愛
媛
県
で
は
、
高
齢
者
の
専
用
居

室
等
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
の
居
住
環

境
の
改
善
を
図
る

と
と

も
に
、
併
せ
て
高
齢
者
と
家
族

の
聞
の
好

ま
し
い
家
族
関
係

の
維
持

に
寄
与
す
る
た
め
、
標
記
の
貸
し
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

戸
」

一
、
貸
し
付
け
の
対
象
者

県
内
に
お
い
て
、
六

O
歳
以
上

の
親
族
と
同
居
し
、
ま
た
は
こ
れ

か
ら
同
居
し
よ
う
と
す
る

1
0
歳

以
上
の
方

二
、
貸
し
付
け
の
対
象

①
高
齢
者
の
居
室
を
新
築
、
増
築

ま
た
は
改
築
す
る
た
め
の
資
金

一
件
あ
た
り

一
O
万
円
以
上
百
万
円
以
下

②
高
齢
者
の
た
め
の
浴

室
・
ト

イ

レ

等
を
改
造
す
る
た
め
の
資
金

一
件
あ
た
り
五
O
万
円
以
下

③
①
と
②
を
併
せ
て
整
備
す
る
場

、
ー

J
I
 一

件
あ
た
り
一
五

O
万
円
以
下

三
、
貸
し
付
け
利
率

年
利

一二
%

四
、
償
還
方
法

川
金
均
等
に
よ
る
斗
賦
償
還
ま

た
は
半
年
賦
償
還

五
、
償
還
期
間

十
年
以
内

六
、
保
証
人

連
帯
保
証
人

二
名
が
必
要
で
す

七
、
申
し
込
み
窓
口

最
寄
り
の
農
業
協
同
組
合

ま
た
は
労
働
金
庫
の
本

・

支
店

八
、
相
談
・
問
い
合
わ
せ
窓
口

右
記
の
申
し
込
み
窓
口
ま
た
は

愛
媛
県
県
民
福

祉
部
高
齢
者
福

祉

課
、
及
び
各
地
方
局
福

祉
課

(
措
置
期
間
な
し
)

l -9月 30 日
障害者雇用促進月間
“もう一人あなたの職場に障害者"

マ 陣連:者の月五 !日 について、皆さんのご明解とご協 )J を
お I~j{ \、します。

J 各極の |律'走者雇刷媛設制度がありま す 。 ぜひ、ご利
用 ください。

障害者の !正)-14のこ引|誠は・

J 、口一ワーク*1}山 (松山公共職業安定所)
合 (0899) 32 -1 0 1 0 内線4:l番

ガをし忽りお ろおはかは てすか茎いっすり決 ひビ .4'
う 描金繰まろ っしろ、う花王ワお刀、は活て前まめつ まや 1:

、 < 1こ るぜゼサ器しきお く サき 、包 外れ洗にす手サせ練 「事!F~昌司轟 J'I ⑭
練ょっとんぱ ビを金 めろてピま茎 Tl則をいヲ 。 はピんり ム」皐之忠史苫九
るうサ思。いは {霊力のし 、 はしのでか取 、つつ、の。 ワ
ょにビえ首い 、い、 細ま葉根よ(寸切 ら り 包シサお 風 七j 特 辛 のなでサ
うゆを L かと こ まワかすやのうけりむま丁なビろ昧 ビの昧鼻かきピどに
に つ 重 とういしすメい。茎先 o f畏慧 しすのとはし を は風ゃにでなはのぎ
お く 直言 占うご。 皮切おのか は と り 。 究で、方生 遠昧香つもい欠生り
ろりにわすもし をれろほう 残し取葉でこおにか く でり| 、薬かもず
しと立れるのと 張昧す うで しま るや黒すうあす 及 、 なんま昧すのし
ま回て 、と で手つのと 紛どとつで こにや

そ注品雪号星空 2 明言 明度の主喜志害保jp Z 量三 E そあづ裂
明噌?唱町

広 司-2. ..1.固』E 骨錨2...1.圃品 疋のますのれれ こ
湿 ~ ... ..，\..砂Jゆ靭~"QI\..届~"- 疋よ疋とでるいう
り いで 、、 すごにす

気タよすの く れ ガ長けお 16 [沫て、おさと 。 とつる
ガスく。ガる疋すなくまくらお刀や包ろ昧 6少でぶと
(呆の洗濡 、 ん子百りくあすとくろ I曽る丁 し ガ糖辛れ
て葉つれ工でで残忍く。 、 空し しと の F ーを昧 、ワ
長で疋疋手〉宅包しり とし余気だま、 背ワ層 少 ガそサ
持包キ子百足立顧み疋 E表、力 分につす粘をワヨ|量弓 i れ ピ
ちむヤの保庫、っす辛しな 10\ サ 。 り 1æ t:::きつ きに の

し 苧ヲ-j\三日γ二つγ出空姻c..~ f �': ' ''':'; n 15 ﾀ '') C::' '9 �5 � � 1�. tB-c さ気胞
す過やり法れブは 香ã':ガゼ、 て 軽 厄 E主お
。 度レにでるで濡 りり版てし 辛〈板弓; ろ
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安心で、きる農

幸良広
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農
用
地
利
用

増
進
制
度
と
は

こ
の
制
度
は
、
作
れ
な
い

農
地
を

仰
い
子
農
家
に
貸
し
て
、
農
地
の
布

効
利
用
と
中
核
的
農
家
の
台
成
を
附

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
五

卜

，
年

度
か
ら
~
実
施
し
て
い
ま
す

。

安
易
な
口
約
束
に
よ
る
農
地

の
貸

借
は
、
将
米
の
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
と

な
り
ま
す
が
、
農
用
地
利
問
増
進
制

度
を
利
用
す
れ
ば
、
簡
単
な
子
続
き

で
賃
借
権
等
を
設
定
で
き
、
約
束
の

期
限
か
く
れ
ば
、
雄
作
料
な
ど
を
支

払
う
こ
と
な
く
確
実
に
返
し
て
も

ら

え
ま
す
。

ま
た
、
-
主
の
安
件
に
必
巾

J

す
れ

は
、
貸
し
手
J

に
推
進
費
が
交
付
さ
れ

ま
す

。

却
制
は
次

の
と
お

り

で
す
が
、
こ

の
制
度
の

利
用
促
進

の
た
め
に
、
久
川

~ .... '_ 

相談は下記の

地区農地流動化推進員へ

地
区
に
農
地
流
動
化
俄
進

民
が
い
ま

す
。
農

地
の
貸
借
の
仲
介
を
し
て
く

れ
ま
す
の
で
、
お

気
軒
に
ご
相
ぷ
く

だ
さ
い

。

一、

対
象
と
な
る
土
地

版
則
と
し
て
市
街
化

μ
域
外
の
刷
版

山
也LA

 
二
、
対
象
と
な
る
権
利
の
種
類

賃
借
権
、
使
刷
貸
借
権

三
、
貸
し
手

の
資
格
要
件

巾

街
化
一
区
域
外
に
農
地
を
持っ
て

い
7
Q
Aヘ

四
、
借
り
手
の
資
格
要
件

借
り
た
農

地
を
合
め
て
、
料
常

耐

摘
が
-
h十
ア
ー
ル
以
卜

に
も
り
、

川

つ
そ
の
農

地
を

の
効
に
利
川
し

て
桃

作
を
'引
う

人

五
、
貸
借
期
間

代
い
、
し

T

附
り
T

以
む

の
ぷ
し
へ
け
い

に
よ
リ
任
立
に
決
め

ら

れ
る

が
、
で

き
る
だ
け
長
則
化
が
哨
ま
し
い

c

六
、
借
賃
の
基
準
等

附
貨
は
、
農
業
委
員
会
か
定
め
る

服
役
小
作
料
を
H
借
地r
に
、
双
ん
の
訴

し
ヘ
い
い
に
よ
り
決
主
し
ま
す
む
金
銭

以
外
の
も
の

(
米
)
で
定
め
て
も
よ
い

が
、
そ
れ
を
金
銭
に
検
算
し
た
傾
か

版
取
小
作
料
に
相
中
ー
す
る
よ
う
に
本

め
ま
す

の

標
準
小
作
料

.

l

'

1
3
1

、

j
L
l

i

t
i

-
-
j
 

ー

、

i

f
-

-

f

七
、
公
課
等
の
負
担
区
分

川
叫
ん
の
ぷ
し
へ
け
い
に
よ
リ
決
主
す

る

が
、
週
刊
山
は
次
の
と
お
り

で
す

、

凶
主
資
-
w税
・

:
:
・
:
代
日
し
T

ボ
利
貸

:
-
-
e
s
-

-
-

伯
り
f

t
ハ

消
費
:
・

0

・
:
的
リ
T

八
、

制
度
の
メ
リ
ッ
ト

什
農
地
の
貸
出
に
つ
い
て
、
民
地

法
の
化
川
吋
が
い
ら
な

い
た
め
簡
便

で
あ
る

。

け
約
束
の
則
限
が
く
れ
ば
、
制
作

判
を
支
払
う
こ
と
な
く
倣
山
人
に
巡

し
て
も
ら
、
え
る

。

け
小

抜
農
家
に
農
地
を
貸
し
た
人

で
、

-

之
の
要
件
に

入
品中
ー
す
る

行

に
は
、
推
進
費
が
交
付
さ
れ
る

。

州
契
約
州
山
小

は
、
安
心
し
て
州
制

作
で
き
、
契
約
を
史
析
す

る
こ
と

も
で
き
る

。

よ也 区 氏 名 電話番号

山之内
平日 出 喜志夫 64 -6778 

j度 音日 武 t住 64 -0602 

平日 田 久 �. 64 -6698 

樋 rJ 回 中 英 世 64 -6657 

藤 田 '恒 {.、 64 -3531 

志津川
清 /ド 勝 fム 64 -6471 

父; 野 善 64 -3245 

西
中公 下 通 64 -3536 

防l
大 同 吾 良 64 -0661 

見奈良
本目 原 弘 →I文• 64 -0708 
二t 良 苅j t佐cl 64 -3730 

窪
ァド 問 貞 為 64 -8850 

I:H 
i毎午前 美智男 64 -8773 

松 田 手II H 64 -0773 

牛 測 露 1] {変 考: 64 -8653 

大 西 ム，阿.ドE ・. 64 -8685 

束 キナ 喜代文 64 -5618 
南野町

描 正 曹、口 64 -8498 

|司 多 JF. 64 -8457 

1<>自J 見 ' 1生 J¥. 64 -0878 
北野間

牧 秀 J:!. 64 -8284 

キ~I I~主 {変 64 -8391 

十: 林
菅 !京 晴 t住 64 -8403 

iJI |λ] 光 64 -8904 

丹生谷 春 占佐 64 -2474 

lIFf 中 i前 徳 64 -3282 

下林 松 F i原四郎 64 -2861 

111 jJ 64 -1431 

越 告日u 長1 1恵 64-:3165 

モi :J:L 敏 t佐 64 -9861 

村 武 長日日 久 t佐 64-3617 

永 町' jill 64-3518 

八 イミ; 秀 {忠 64 -94 6H{¥) 

農 協 力u 官桑 1吾、 Ft-J3 1 1/ 

大 尚 'ネ' 一十; 1/ 

ト

山
(
卜

a

中
!
リ
収
日
現
が
γb
-白
山

卜

い
時
四
何
度
あ
る
川
)

0
0
0

円

中
山
(
ト

a

中1

リ
似
量
が
川
-
h八

卜
川
崎
科
度あ
る

川
)

，、

、、

ワ
コ
O
円

ド
川
(
卜

a

勺
リ
以
日
m

-が
問
自

ト
同
何
度
あ
る

川
)

υ
0
0
円



ぶ

貸

九
、
申
請
手
続
等

年
二
回
、
六
月

一
日
と
十

一
月

一

日
に
公
告
し
貸
借
が
開
始
し
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ

一
ヶ
月
前
ま
で
に
申

出
書
を
産
業
経
済
課
に
提
出
し
て
下

支
」
い
。

申
出
し
用
紙
は
、
産
業
経
済
課
に
あ

り
ま
す
。

宮
⑩
2
0
0
1

(
内
線
印
)

十
、
高
生
産
性
農
業
構
造
確
立
推
進

事
業
(
推
進
費
)
交
付
基
準

中
核
的
担
い
手
基
準
に
適
合
す
る

し

貸付要件
一一一一一一ー「ー一一一一 一一

の

仲
宇
I

T
 

更新(再設定)の

要
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①中核的担い手基

準を満たしてお

り、借りた農地

も含めた経営農

用地面績が 141

a を越えること

①中核的担い手基

準を I筒たしてお

り、借りた農地

も含めた経営農

用地繭械が 141

a を忽えること

者
に
対
し
て
、
三
年
以
上
の
賃
借
権

を
設
定
し
た
貸
し
手
農
家
に
、
次
の

基
準
で
推
進
費
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

尚
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
面
的
集

積
要
件
を
満
た
し
た
案
件
だ
け
を
対

象
と
し
ま
す
。

付
中
核
的
担
い
手
基
準

中
核
的
担
い
手
と
は
概
ね
次
の

す
べ
て
を
備
え
て
い
る
者
を
い
い

ま
す

。

O
借
り
た
農
地
も
含
め
て
、
経
営

面
積
が
五
十
ア
ー
ル
以
上
で
あ

ヲh
vこ
〉
」
。

②前回の対象土地

の商積を l 害IJ以

上鉱大して貸し

付けるか、今回

貸し付けること

によリ 一家の所

有農地が10 a 以

下となること。

②流動化奨励金・

助成金の交付対

象となったこと

のない土地

O
家
族
の
な
か
に
、
青
壮
年
農
業

従
事
者
(
五
十
九
歳
以
下
)
が

い
ヲ
令
、
」
〉
」
。

O
経
営
主
が
六
十
歳
以
上
で
あ
る

と
き
は
、
後
継
者
が
農
業
に
従

事
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
、
近

く
従
事
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ

と
。

O
農
作
業
従
事
日
数
が
百
五
十
日

以
上
で
あ
る
こ
と
。

ω
面
的
集
積
要
件

借
り
た
農
地
を
効
率
的
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
左
の
図
の
よ
う
に

D= 自作地あるいは使用収益権設定
IC よる従来からの緋作地

A、臼 、 c = 中核的担い手ーへの
賃借権設定地

に
農
地
が
地
続
き
で
日
ア

l

ル
以
上

の
団
地
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す

。

日
交
付
対
象
と
な
る
土
地

農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
農
地

回
交
付
対
象
と
な
る
権
利

賃
借
権
に
限
り
ま
す
。
(
使
用

貸
借
権
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
)

国
交
付
対
象
期
間

平
成
四
年
度
ま
で

同
交
付
時
期

貸
借
契
約
を
し
た
年
度
末

同
同

一
世
帯
内
の
貸
借
は
、
推
進

費
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん

。

A+C+O孟56 a 

(同左)

ど1j~日
Eヨ r-
(イ) 2 つ以よの土地が(ウ) 2 つ以よの土地が

小幅員の'"道または それぞれ一隅で接続
水路で接続している し、作業の継続に大
場合 きな支障のない場合

出町川
(ア) 2 つ以上の土地が

鮭砕で接続している
場合

川
推
進
費
を
う
け
て

い
る
農
地
を

契
約
期
間
内
に
売
却
し
た
り

、

中

途
解
約
し
た
場
合
等
は

、

推
進
費

を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(オ ) 2 つ以上の土地が、
耕作者の宅地に後続
している場合

7初防初

(エ) 段状をなしている
2 つ以よの土地の高
低の差が作業の継続
に差し支えない場合



(10) 

ヨ~
同

手口

教

同

ぷ、

川
居
住
地
の
固
定

身
分
制
度
を
整
え
て
い
く
た
め

に
は
、
身
分
に
応
じ
て
住
む
と
こ

ろ
が
定
め
ら
れ
て
い
き

ま
す
。

山
職
業
の
固
定

差
別
の
起
こ
り
と
か
か
わ
っ
て
、

特
定
の
職
業
を
持
っ
た
人
た
ち
が

差
別
の
対
象
と

さ
れ
て
き
た
の
で

な
い
か
と
い
う
見
方
が
あ
り

ま

す

が
、
そ
う
で
は
な
く
、
差別
を
強

化
す
る
手
段
と
し

て
特
定
の
職
業

な
ど
が

押
し

つ
け
ら
れ
て
い
っ
た

の
で
す
。

間
生
活
上
の
規
制

日
常
生
活
の
人
間
関
係
を
断
ち
、

違
っ
た
生
活
様
式

、

行
動
様
式
を

つ
く
り
だ
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ

で
、
生
活
上
い
ろ
い
ろ
な
権

利
や
習
慣
や
身
な
り
に
い
た
る
ま

で
厳
し
い
制
限
、
規
制
が
な
さ
れ
、

水
利
権
や
祭
礼
か
ら
疎
外
さ
れ
て

強
め
ら
れ
た
差
別

|

|

江
戸
時
代
|
|

差
別
は
戦
国
時
代
の
終
わ
り
か
ら

江
戸
時
代
の
初
め
に
か
け
て
全
国
が

統
一
さ
れ
て
い
く
過
程
の
中
で
つ
く

ら
れ
て
き
ま
し

た
。
「

つ
く
ら
れ
た

」

と
い
う

こ

と
は
、

時
の
支
配
者
が
そ

の
体
制
を
強
化
す
る
さ

ま

ざ
ま

な
工

夫
の
な
か
で
人
び
と
を
分
け

て
位
置

づ
け
、
身
分
上
の
制
約
と
し
て
形
づ

く
っ
て
い
っ
た
と
い
う

こ

と
で
す
。

の'1' し報広

い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

同
宗
教
宗
派
の
強
制

幕
府
は
国
を
治
め
る
手
段と
し

て
寺
院
を

利
用
し
ま
し
た

。

民
衆

は
ど
こ
か
の
寺
院
に
所
属
し

な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し

た
。
も
と

も
と
部
落
の
人
ぴ
と
は
特
定
の
宗

派
に
所
属
し
て
い
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が

、

差
別
が
厳
し

く
な
る

に
つ
れ
て
、
ど

こ
か
の
宗
派
に
属

さ
ね
は
な
ら
な
く
な

り
ま

し
た
。

川
偏
見
の
形
成

差
別
意
識
を
民
衆
に
定
着
さ
せ

る
教
育
的
働
き
か
け
も
行

っ

て
き

ま

し
た
。
朱
子
学
や
国
学
が
盛
ん

に
な
り
身
分
制
度
を
守
る
封
建
道

徳
が
教
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

り

ま

す
。

私
た
ち
は
政
策
に
よ

っ
て
差
別
が

つ
く
ら
れ
強
化
さ
れ
て
き
た
歴
史
を

正
し
く
知
る
こ
と
で
、
今
日
の
同
和

対
策
の
意
義
を
改
め
て
認
識
す
る
こ

と
に
な
ら
な

け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
的
経
済
的
に
低
住
な
状
態
に
お

と

し

入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の

格
差
t
な
ぐ
す
ふ
ため
心
今
日
丹
金

活
環
境
の
改
善

、

社
会
福
祉
の
増
進
、

産
業
の
振
興
、
職
業
の
安
定
、
教
育

の
充
実
な
ど
の
冊
和
対
策
事
業
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
な
か
に
残
さ
れ

た
差
別
意
識
(
偏
見
)
は
こ

の
よ

う

な

長
い
歴
史
を
と
お
し
て
定
着
し
、

地
区
内
外
の
人
間
関
係
を
断
つ
な
か

で
深
〈
意
識
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
に

一
人
ひ
と
り
の
意
識
を

改
め
相
互
の
信
頼
を
高
め
る
人
間
交

流
を
図
る
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
進

め
る
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま

す
。

〈
〉
第
三
回
人
権
講
座

場日
所時

九
月
十
八
日

掛
十
九
時三
口
分

重
信
町
田
窪

重
信
町
民
会
館
大
ホ
l

ル

「
命
、
尊
し
等
し
」

大
洲
市
同
和
対
策
協
議
会

常
任
委
員

大
洲
市
同
和
教
育
協
議
会

講
師古

講演
師題

} 11 

言質

先
生

電
話
で
無
料
相
談

「
行
政
書
士
一
一O
番
」

十
月
一
日
の
法
の
日
に
ち
な
ん
で
、

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
は
十
月

一

日

i

五
日
間
役
所
へ
提
出
す
る
書
類

や
、

「

許
認
可
の
手
続
等
に
つ
い
て

電
話
に
よ

る
無
料
相
談

、

行
政
書
士

一
一
O
番
」
を
開
設
し
ま
す

。

本
県
の
窓
口
は

愛
媛
県
行
政
書
士
会

8
0
八
九
九
|
四
六
|
一
四
四
回

開
設
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
、
但
し
土
曜
日
は
正
午
ま

で
で
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一î
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く〉就業構造基本調査く〉

。商業統計調査く〉
(一般飲食店)

く〉商業実態基本調査く〉
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一一 10 月 1 日現在で実施 一一

調査へのご協力をお願いします。

平成 4年 10 月 17 日 (土)

開場 13時30分

開演 14時00分

干79ト 11 松山市卜.野町可1 650番地

愛媛県生保学習センター県民小劇場

fi63 -2111 

「ニュースを見る目 」

N I-I K 解説委員

岡村手11夫氏

無料

9 月 20 日(日)

午前 10時から

(小雨決行 )

時日県民講座習生涯学
時日

重信川緑地公園グランド

(大字日]律、愛媛県緑化セ ンター西)

所場場
,ö.. 
ﾃ 

題

師

演

講
どてかぼちゃ搬入方法

問時搬入日

重信町農業後継者協議会事務局

宮64-2001 (内) 433 

8 : 00-17 : 00 

8 : 00-17 : 00 

7 : 00-9 : 00 

問い合わせ

9/18 

9/19 

当日

入場料

@申し込み

※聴講ご希望の方は、往復ハガキに講師名 ・ 住所 ・

氏名・年齢・電話番号を記入のうえ、会場へお申
し込み下さ L 、 。

※ u交につき l 名有効。

※先着 505 r, 
※締め切り 平成 4 年 1 0 月 6 日必着

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
ド
き
い
ま
し

手
/
」

越
智
桐
山
高
原

丹
生
谷

ザ

平成 4 年 9 月 20 R 1 0時 -13時 ! 
どてかぼちゃカ ーニパル会場内 i 
重信川緑地公園グランド | 

問い合わせ先 松山地方局県民性活課金IIHI広報係 | 

フ

県ではこの度、より幅広く 地域住民の県政にお!す

る意見 ・ 要望等に対処するため、どてかぼちゃカー

ニパル会場において、臨時の相談コーナー「移動県

民相談プラザ」 を実施 しますのでお気特にごキlî~炎下

さい。

日時

場所

プ移動県民⑧ 
⑧ 
⑧ 
⑮ 

清
美

鬼
子
男

辰
己
清
美

き
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

F 用横志
j可;章

林窪 l京 川

&..__,,__ 

J..、

「一「

ぉ 5 言 | 交
尋|齢 I ~iii 
寄 ガ 者川田

;! ン 茎 |安

2 婁 | 全
21 主 1運
霊℃号 |動

。

期
間九

月
卜

一
日
樹
か
ら

九
月

二
十
日

間
ま

で

O

運
動
の
重
点

高
齢
者
の
交
通
安
全
に
関
す

る
県
民
の
意
識
の
蟻
成

高
齢
者
の
歩
行
中
(
特
に
横

断
中
)
及
び
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止

一
二、

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防

間

)

珂
官
』

H
H
f
'

旬
日

一
史
け
‘

1
r

全
加

陪
」
l
λ
九
d
u

安

~

ミ
3
H
H
h
一
通
目

、

v
g
v高
司
》
主
交
日

一
-
λ港
内
叫
ん
ゴh

者
月

/
h
d
r

￡
由
齢

9

-
E
U

高
(

(
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
)

O

ス
ロ

ー
ガ

ン

ゆ
ず
り
合
う
心
で
つ
な
ぐ

伊
予
の
み
ち

。

期
間九

月

一十

一

日
聞
か
ら

九
月

一一
一!

日
制
ま
で

。

運
動
の
重
点

若
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
追

防
川

-

、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

汁

シ
ー

ト

ベ
ル
ト
の

着
問
の
徹

底

問
、
違
法
駐
車
の
締
め
出
し
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く〉
画面 |子
ソ
フ

ボ

Jレ

子
供
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
、
八
月

二

日
聞
東
溢
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
後

援
の
も
と
、
重
信
中
学
校
野
球
場
ほ

か
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
は
二
十
二
チ

ー

ム
、
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
は

二
十
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
熱
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

t

位
成
績

ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ

ト
ボ
ー
ル

A

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
八
反
地

A

準
優
勝
堀
池

・

西
岡

第
三
位
下
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上村

第 10回重信オープンテニス大会
10月 10 日住)、 11 日 (日) 8 時受付
雨天の場合、 1 8 日(日に順延
10 月 1 0 日 l+)・…・一男子 B (初級)、 レディース
10 月 1 1 日(同- 一…・努子 A (中級)、 ミ.ツy クス
※ l叩O 月 l日1 日(1附l印到の男子A とミ.ツy クスの両方には/出i
ません。
重信川河川敷テニスコート(愛媛県緑化センタ ー西隣)

0 男子 B (初級クラス)ダブルス llO月 10 日もしくは 1 8 日
O レディースダブルス一一一一一一一」

0 男子 A(中級クラス)ダブルス寸 10 rJ l1 1ヨ もしくは 1 8 日
o ミックスダブソレス
・ ダブルスのみ
・ト ーナメン 卜 方式(コンソレなし)

・ 6 ゲーム先取
l ぺア 2 ， 500円
重信町テニス協会事務局(重信町教育委員会社会教育課)
〒791 一 02 温泉郡重信町大手: I H窪2370番地

重信町民会館内
密 (0899 ) 64 -1500 

※参加申込書に、参加費を添えて申し込んでください。
9 月 30 日附必着
重信町テニス協会
重信町教育委員会、重信町体育協会

8 時30分試合開始時

場所
クラス

試合方法

参 加 費
申込方法

申込締切
主催
後援

日

*一新刊図書のご案内一*

〈総記〉 。 国際情報大事典 PASPO 

一本間三郎 〈哲学> 0 水木しげるの妖

任事典一 一水木しげる。燃える次は仕事に強
し、一小軍リッ。仏像事典一久野健 〈歴史〉

。開国と倒幕一問中彰 。 ロ ーマ 人の物語

l 一視野 七生。 事典信長をめぐる 50人

禍削浩 一 〈社会科学> 0 j;X1説 ・ 世界は

こうなっている PART 1 - PHP研究所
。 日本の祭り 旅と観光一 日本の祭り研究

会 〈文学> 0 清水邦夫全仕事(上 ・ 下)

一清水邦夫。弓削道鏡u -_ ・ 下) 一黒岩重吾

。 花に問え 瀬戸内寂聴 。 ひるめしのもん

だい ー椎名誠 o 短歌の旅一俵万智。おとな

の事情一林真理子。橋の上の貴婦人ーマギ

ー ・ へミングウェイー・ーその他多数入荷し

ました。

〈今月の名言〉

天才とは強烈なる忍耐者である 。 (トル
ストイ) ーちょ っ といい殺し文句ーより
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見奈良

皿ヶ嶺登山参加募集
時

平成 4 年 10月叩日 (土)
8 時出発(町民会館)
先

皿ヶ嶺連峰県立自然公|素l
募集人員

90名(定員になりしだい締切
ります)
参加費

無料
程
町民会館(パス)→久万1111'六

部堂から登山→キャンプ場で昼
食→上林登山口下山→ (ノ〈ス)

→IQJ民会館

申し込み方法

社会教育課(電話申し込みも
可 ft64-1500) 

申し込み資格
小学:生以上の町内居住者(但

し、小学生は保護者同伴)

(13) 

日

Zラ

日

下林

Gー_ 7
0 口技術講習会 〉中央料理教室

就業を希望する女性

ワープロ(日商検定 3 級を H 標)
10月 13 日(刈 -12 月 14 日間までの聞の21 日

(土曜、日曜及び祝祭日を除く)

毎I-J 9 11寺:~O分一 15時30分まで

tit山市山越PIT450努地

愛媛県女性職業センタ-

30名

無料(教材費- -- ~ß 自己負制)

愛城県女性職業センター

象

場

定員

受講料

主催

申込日時

目

日寺

対

科

日

d合、
-;z:;;: 

.-・ .
h 

口一

III J 内&'，'，:.人 30名

ムド JJ)(: 4 {F..10) J -

'F'-�X: 5 年 1 n 
III J民会館栄養指導室

2 ,500 1IJ (Cﾘ50WJ x 5tH!) 

内

象

間

場所

材料費
講師

「一一ー

対

期

9 月 24 日(柄、 25 日(剣の 2 日間

( 9 時一 16時まで)

印鑑持参のJ-..、松山市山越町450番地

愛媛県女性職業センター (fî23-2201) へ申

し込んで'l さ L 、 。

家庭料.fYI

及び

お菜子

10/22 

12/17 

1/21 

4 

5 

文部省認定
毛糸編物
レース編物

毛糸棒針編技術指導講習会

内4戦践を 1希右望する女T

毛糸十持李針編

10 月 1 日(刻一 11 月 10 日(火)までの聞の 19 LI 

( 一仁 11型、 日鵬、及び祝 bJ を |徐く)

毎ト1 9 時30分 -15時30分まで
松山市山越IIIT450番地

愛媛県女性職業センタ-

30名

無料(教材費ー 一部自 己負 f1!)

愛媛県女性職業センター

象

目

時

対
科
目

技能検定試験

9 月 20 日 911i)=受付
松山 市 ql央郵便同 3 F 

時

所

日
場

ft41-4100 

(財) 日本編物検定協会
61J 1 /.:J -9 rJ 15EI まてい

場

定員

受講料

主催

申込締切

申込方法

.6‘ -;z:;;: 

9 月 28 El (!'I) 

印鑑持参の上、松山市山越川 450番地
愛媛県立;性職業センター (fî23-2201) へ申

し込んで 卜ーさ い 。

2 級 5 ， 000FLJ

4 級 1 , OOOF'-J 

Hì IJ 限を』没けない

1 級 8 ， OOQl-l j

3 級 3 ， 00oP l
申し込み(問い合わせ)先

愛媛県支部長{岐部春美
川 I人J IIIJ 大字 ly，j )j 302-2

主催
受付期間

受験の資格

検定料

ft0899 -66 -2695 

松山 シェフール

i!主音11 判長 -f)t外;

木

寸十七叫す
木

木
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・
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名

年

重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談ドさ L 、 。 秘密は厳守します。

毎週水曜日日時

13 : 00 -17 : 00 

電話でもよいし、

直按米られでも

かまいません。

子供からの電話

も受付けていま

す。

8

月
日
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

71 91 79 83 93 60 46 84 ~ 1 71 83 7� 91 

一7
U

一

凶書館 3 階

64-3437 

(l LlLLL1 時間 | 場
11判1、燃ごみ恒l収日

一-26(1:! 役場|羽 Ir El 

リ片7(1 1) I 当番医 一寸f函扉亙~$1_H 一極E市平計三回I
| 28(J~J) I 健康相談 (30 R まで)各地区

1 1 健康づくりスクール③) 1 1 
J ~J i ')01.1.. 1 r , " (]デ A '/I{¥__ It:: "_)(¥ I 1 2日ω 1 ' ) ノタルヘル λ '1 7 につ t イ 14 :00-15:30 い町 民 会館

i-iトはたま って l ませんと.:___j_ _l_ 
30(.村 1 1五1I呆税第 3 期納期限

一「寸 三磁仁極li昆合子防彼極 一「一 丁一一一-
1 1 (州 H咋 1 '~1 1I卜 H 2年6 月:lO 111 ま 1 14 :00-14 :30 町民会館
1 ! Ilの 者壮ぴ6才よi前の求接種者 | 

1 .." 1 m!mHIJJ!R 1 9 ・ 00- 11 :00 1 役場保健婦室

話 L 会 い1:130- IIZI 書館

|当番医 永山内科 松山市北村証本町 ft76-1788 
竺l) 1 仰ゆ店一一… Ti:J:~ 3õ~~ ''''''' T'~i 民長雨
5 (JJI ! 健康相談 い3:00-14:00 I 町民会館 l
Ht(j 1 地 jj祭のためごみ収集休み。 10 日(上)に出してトさい。

以-N I 行政・心配ごと制絞所 い 3 : 00 -15 : 00 I 役場 2 階会議室
1 14メ育め 11 祝日ですが、ごみ収集します。不燃ごみ回収日

いお寄医 宮内病院 松山市北梅本町 会75 - 0091

10l1: 第 10四重信オープノ テニス大全 I ... "  ̂ I 重信川河川敷
1 ... . ... ..., I 8:00-
いlJH I:l(初級)、レ ディース 1 "..... 1 テニスコー ト

川III γ 倣 I H 殺山

当 醤医 渡部内科 松山市街梅本町 ft75-2232 
101 11 船山l重信オーニテ片ー三云人五" ' 1"' :: :::.:ー 一一一一一 一一・ 7孟信11 1 河川敷 …

' 一げHA(中級)、ミ / :;ス u ・… | テニスコート

l訓 告主主づくり料思議習会 1 10 川 -12 : 3C 午湖団地第 2 集会所

|人権相談 い 0川口一 1 5 : 0C 役場会議 室

内ω 孔児健康診jft |…“ー… 肘
'" 1 :二二 . ... 1 1:1: 30 -J 4 : 3C 凹l 氏会館

| 11 3年 IHJ. H 内州、 6/1'H れ … 'UU 且 UU 1 ' 

i 17(J-:J I 健康相談 |9 :00- 11 ・ 00 I 役場保健婦 釜
111)(1:1) 1 肖 番l雲 間立療養所愛媛病院 横河原 ft64 -2411 

;:::::;|同f 氏会館

ー l 4::l0

-IS::W 

! 1 ポリ オ午ワ 7 チ ン f立与 | 

JI i i (~~I!~I~I~!円 lH~H4f6motl 』 | 1 4:00~ l 5:00

-15:00 

-14 :30 | 田J 民会館

山市水泥町 会76-6262 

一一_l丘一一 ÌI!!. Il 
- 10時までに出してドさい)

「ーl インフルエンザ F防機脱① 1 .. ..... . ....̂  1 
! 川 i 税金保 ~t刊幼吋UI 列 般 1 1 " :0ト 1 ": 30 1 北 古井小体台館

!一 | イノフルエンザf防J雌① 1 1 3::;0-14 :00 1 卜林小体育館
: 川 I 1 林保 ・ 3 .j- 以 上の般 I ;~ : ~~- ;~ :;;) i 1'f 志小体育館

目 141 ふ11 ・ :l .J- UIY> ー般 _L~ --"-
1 111日 2 1 1 J1 1 川県民税第 3 矧 . llil民健l家保険税者~ 4 矧納期限

合75 -3753

所

υ
0
・

7
f

8
-
ω
 

8

・

は

ili 古井小体育館

会館川
氏

周
阿

町 民会館

所
話
場
電

方法

役場 2 階会議室

町民会館
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